
大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

常に工事のコスト縮減を踏まえた上で計画づくりを行っています。民間活力については現在のところ他の
実施主体は考えられず、実施主体は市が適当と考えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 392,335 千円 施策名

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える
環境づくり

安全・安心なまちづくり

Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

建設局

240,000 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

137

毎年度、4校区程度の計画策定を行い、地域をはじめとして、各区役所、整備事務所など関連部局と連携しながら、積極的な事業展開を行い、より地域
のニーズにあった、使いやすい公園づくりを目指します。

事業は昨年度４校区中１校区が地元の中で参加者の調整が難航し、ワークショップを翌年に延期するこ
ととなりました。　本市の身近な公園について全体的に老朽化が進んでおり、当事業を行うことは、事業
目的を達成する上で有効であると考えます。

地域住民によるワークショップを行うことにより、地域のニーズに合った市民目線での計
画を策定し、公園を身近に感じられ、公園を積極的に活用してもらう状態にすることを目
指します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

当事業はＨ２０年度より実施しておりＨ２４年度については４校区のワークショップを開催し、計画策
定を行います。その翌年より約2ヵ年をかけて整備を行います。

目標

3校区

75.0 ％

地域に役立つ公園づくり事業

事
業
費

市民が身近に公園を感じられる状態

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

8校区「市民が身近に公園を感じられる状態」は数値で表すことは困難だと考えて
います。代替の指標として「子育てに配慮した公園数」、「当事業の実施公園
数」などの実績を算出します。

実績
（達成率）

→

順調

担当課 公園建設課

4校区

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、活
動の状況を
チェック

【活動の状況】

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 緑政課

261
公
園

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

愛着の持てる身近な公園づくり

事
業
費

（最終目標と最終年度）

整備箇所数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

316
公
園

まちづくり整備課や東西事務所において、主に徒歩圏域内の地域住民が利
用する公園（住区基幹公園）を対象に行う維持補修・改修工事が年間約250
公園あり、年間約250公園を目標に整備を行います。

実績
（達成率）

【活動の状況】

395

151.3

公園

％

利用者の安全を第一に考え、危険箇所・老朽箇所を早期に発見・改修を行い、利用者の要望にも可能な限り対応していきます。

平成23年度も計画的に整備を実施し、目標を上回る395箇所の整備を行いました。
身近な公園では、幼児から高齢者まで幅広い利用があり、利用者の安全確保が最も重要であると考えま
す。

身近な公園において、利用者の要望、意見や危険箇所、老朽箇所に対応した維持補
修・改修を行います。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

身近な公園において、利用者の要望、意見や危険箇所、老朽箇所に対応した維持補修・改修を行い
ます。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

建設局

441,100 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

137

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 550,302 千円 施策名

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える
環境づくり

安全・安心なまちづくり

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

利用者の意見や要望を踏まえ、危険箇所・老朽箇所の解消を第一に、必要最低限の整備を行なってい
ます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 公園建設課

1 件

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、活
動の状況を
チェック

→

子育てに配慮した公園整備

事
業
費

（最終目標と最終年度）　平成24年度までに１９件

年度ごとに乳幼児コーナーを公園に整備

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

2 件
これまでに市内１８箇所の公園に整備しており、利用者からは「公園に来る
回数が増えた。」「子育て中の親同士で話ができ、子育て中の不安やストレ
スが軽くなった。」などの好評な意見を得ています。

実績
（達成率）

【活動の状況】

1

100.0

件

％

平成24年度事業完了を見込んでいます。
今後は、地域に役立つ公園づくり事業等で、地域の方や公園利用者の意見を聞きながら、子育て中の家庭が利用しやすい公園整備に努めます。

まちづくり協議会や子育てサークル等と公園づくりについて協議し、市内１公園の整備を行ないます。
整備後のアンケートによると、整備内容について、利用者から「大変良い」「公園へ来る回数が増えた」
等、良好な意見を得ており、当該事業は有効であると考えられます。

本事業は、既存公園に子育てに配慮したコーナーを設置することにより、乳幼児の心身
の発達に役立ち、子育て中の保護者のストレスが軽減され、保護者が育児経験者などと
世代を越えた情報交換や交流の場として寄与するなど、少子化社会へ向けた地域社会
の活性化を図ることを目的としています。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

今後は、地域に役立つ公園づくり事業等で、地元協議の際に子育て公園事業の要望があれば、子
育て公園事業の概念を活かした整備を行っていくこととなったため、平成24年度事業完了を見込んで
います。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

建設局

7,500 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 23,538 千円 施策名

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える
環境づくり

安全・安心なまちづくり

Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

育児サークル等が活動する市民センターや児童館等に隣接する公園で実施しており、人の集まりやす
い場所に整備することで、多くの市民に利用されていることからも効率的に整備を行っており、効果は高
いと考えています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

整備箇所ごとに最も経済的な方法を検討し整備を行っています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 1,417,461 千円 施策名

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える
環境づくり

安全・安心なまちづくり

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

建設局

588,000 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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今後、さらに安全な水辺空間となるよう、治水対策の向上を図るために、護岸工事や河道掘削等の河川整備を行います。潤いのある水辺空間の形成
が図られているため、現状のまま進めることが適当と考えます。また、近年、ゲリラ豪雨が頻発する等、河川改修の必要性も高くなっていることから、治
水整備もあわせて行うべきだと考えます。

護岸工事や河道掘削等の河川の整備により、順調に事業進捗率が推移しています。地域企業、まちづく
り団体、行政が一体となった祭りやイベントなど、身近な水辺を中心とした賑わいが活発化しています。

小倉都心地域で、治水対策とあわせ、人々が川に集い・憩い・賑わう、「川を軸としたま
ちづくり」をテーマとした河川整備を行います。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

護岸工事や河道掘削等の河川整備事業を進めることで、潤いのある水辺空間の形成を行います。

目標 【活動の状況】

96

101.1

％

％

紫川都市基盤河川改修事業（紫川マイタウン・マイリバー整備事業）

事
業
費

（最終目標と最終年度）平成25年度　100％

事業進捗率

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

93 ％
護岸工事や河道掘削等の河川整備事業を順調に達成していくこと
で、潤いのある水辺空間の形成とともに、治水整備が施され、安全・
安心なまちづくりを進めていくことができます。

実績
（達成率）

大変順調

担当課 水環境課

95 ％

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

（最終目標と最終年度）

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２３年度実績評価)

港湾空港局

3,300 千円

平成23年度執行額 政策分野平成24年度予算額

事
業
名

掲載ページ

施策名

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

 平成23年5月に「新・海辺のマスタープラン」を策定したため、計画及びその概要パンフレットの制
作、周知を図るための講演会を行います。
 新たなマスタープランの広報及び、現在の本市の魅力ある海辺のＰＲを実施するため、市民向けに
市内の海辺の情報を詳細に発信するウェブサイトの制作を行います。

目標

市民が、北九州市の海辺や港について満足している割合

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

順調

　海辺の利用に関するルールづくりや、海辺の資源を活用したにぎわいづくりなどに取り組みます。

平成23年度に策定したばかりであるため、前年度等との比較はできませんが、モニタリング結果による
と、海辺や港について満足と答えた割合（35.6%）が不満と答えた割合（14.8%）を大きく上回っており、計画
初年度の実績としては、順調であると判断しました。
また、現在の本市の海辺の魅力等をきちんと広報するウェブサイトを制作するなど、短期的に取り組む施
策としては、有効性の高い活動を行っていると考えています。

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２４年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　講演については、趣旨の近い講演・研修会などとともに行うなど、コストの削減に努めました。
　今後も同様に、他の事業との連携を視野に入れつつ、効率の良い事業の推進に努めます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

ー

市民意識調査で、市民が、北九州市の海辺や港について満足している割合
をモニタリングします。（調査は、毎年度行います）
※最終目標は、市民の４分の３以上が満足していることを目指します。

（最終目標と目標年度）７５％（平成３２年度）

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 4,763 千円

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える
環境づくり

安全・安心なまちづくり

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

総務経営課

新・海辺のマスタープラン推進事業

事
業
費 担当課

138

実績
（達成率）

%
活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

単年度の目
標設定はあ
りません

活
動
実
績

-

多くの人々が、海辺を舞台に憩い、学び、遊ぶことのできる魅力ある海辺を目指します。
　平成２３年５月に「新・海辺のマス
タープラン」を策定したため、今年度
は、マスタープラン及び現在の海辺や
港に関する情報発信を中心に取り組
みを行いました。
　活動結果は下記のとおりです。

【活動の状況】

35.6

→


	222地域に役立つ公園づくり
	223（愛着） 
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	№227元気発進子どもプラン（新様式） 

